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財務書類を利用した財政分析
●住民1人当たり資産額

 １５６万７千円
（△８千円）

市の財務書類を公表します
～ 「統一的な基準」による地方公会計の財務書類 ～
市の財務書類を公表します
～ 「統一的な基準」による地方公会計の財務書類 ～

（一般会計等）（一般会計等）

「統一的な基準」
に対応

　地方公共団体の会計は、予算の適正かつ確実な執行に資する現金主義
が採用されている一方で、より財政の効率化・適正化を図るため、発生
主義・複式簿記といった企業会計的手法を活用した財務書類の開示が
求められています。
　市では、国において示されている「統一的な基準」による
財務書類を作成し、公表しています。

　道路、公園、学校などの資産を、1人当たりどのくらい持っ
ているかを示しています。資産額が多いと、それだけ維持管
理費や減価償却費などのコストがかかることになります。

（　）は前年度比（国において示された統一的な分析指標の算出式を用いて比較しています。）
※「一般会計等」 ：一般会計、特別会計（診療所事業、高野令一育英奨学事業）

単位：億円　（　）は前年度比

●住民 1人当たり負債額

６２万５千円
（△２千円）

　借金などの負債を、１人当たりどのくらい持っているかを示しています。
令和５年度は、出雲だんだんとまとアリーナ（出雲市総合体育館）などの
整備により増加しましたが、令和６年度は新たな借金よりも返済額が上回っ
たため減少しました。

●有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率）

６０．２％
（＋１．１％）

　資産の老朽化の程度を示し、100％に近付くほど老朽化が進んでいるこ
とになります。比率が高いほど、今後の更新経費を含めた維持管理費の増
加が見込まれます。

●住民 1人当たり行政コスト

４７万３千円
（＋１万５千円）

　人件費・物件費などの行政サービスに要する費用が、１人当たりどのくらい
かかっているかを示しています。前年度に比べ増加していますが、賃金上昇、
物価高騰の影響などにより行政コストが増えたことによるものです。

●社会資本等形成の世代間負担比率（将来世代負担比率）

２８．５％
（＋０．７％）

　借金によって資産を形成した割合で、将来世代の負担の程度を示して
います。借金の減少よりも、減価償却が進んだことによる固定資産の減
少の影響が大きいため、前年度に比べ上昇しました。

財務書類の
分析指標を
説明します

出雲市 財務書類　検索

財務書類の詳しい内容は
市ＨＰで公表しています。

おたずね／財政課
　　　　　TEL ２１－６６０８

2026.3.19広報いずも10



令和
６年度
決算

財務書類を利用した財政分析
●住民1人当たり資産額

 １５６万７千円
（△８千円）

市の財務書類を公表します
～ 「統一的な基準」による地方公会計の財務書類 ～
市の財務書類を公表します
～ 「統一的な基準」による地方公会計の財務書類 ～

（一般会計等）（一般会計等）

「統一的な基準」
に対応

　地方公共団体の会計は、予算の適正かつ確実な執行に資する現金主義
が採用されている一方で、より財政の効率化・適正化を図るため、発生
主義・複式簿記といった企業会計的手法を活用した財務書類の開示が
求められています。
　市では、国において示されている「統一的な基準」による
財務書類を作成し、公表しています。

　道路、公園、学校などの資産を、1人当たりどのくらい持っ
ているかを示しています。資産額が多いと、それだけ維持管
理費や減価償却費などのコストがかかることになります。

（　）は前年度比（国において示された統一的な分析指標の算出式を用いて比較しています。）
※「一般会計等」 ：一般会計、特別会計（診療所事業、高野令一育英奨学事業）

単位：億円　（　）は前年度比

●住民 1人当たり負債額

６２万５千円
（△２千円）

　借金などの負債を、１人当たりどのくらい持っているかを示しています。
令和５年度は、出雲だんだんとまとアリーナ（出雲市総合体育館）などの
整備により増加しましたが、令和６年度は新たな借金よりも返済額が上回っ
たため減少しました。

●有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率）

６０．２％
（＋１．１％）

　資産の老朽化の程度を示し、100％に近付くほど老朽化が進んでいるこ
とになります。比率が高いほど、今後の更新経費を含めた維持管理費の増
加が見込まれます。

●住民 1人当たり行政コスト

４７万３千円
（＋１万５千円）

　人件費・物件費などの行政サービスに要する費用が、１人当たりどのくらい
かかっているかを示しています。前年度に比べ増加していますが、賃金上昇、
物価高騰の影響などにより行政コストが増えたことによるものです。

●社会資本等形成の世代間負担比率（将来世代負担比率）

２８．５％
（＋０．７％）

　借金によって資産を形成した割合で、将来世代の負担の程度を示して
います。借金の減少よりも、減価償却が進んだことによる固定資産の減
少の影響が大きいため、前年度に比べ上昇しました。

財務書類の
分析指標を
説明します

出雲市 財務書類　検索

財務書類の詳しい内容は
市ＨＰで公表しています。

おたずね／財政課
　　　　　TEL ２１－６６０８

貸借対照表 （令和７年３月31日現在）

資金収支計算書

行政コスト計算書

純資産変動計算書（令和6年4月1日
～令和7年3月31日）

（令和6年4月1日
～令和7年3月31日）

（令和6年4月1日
～令和7年3月31日）

　行政サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産の形成をどのような財源
（負債・純資産）で賄ってきたかを対照表示したもので、資産合計と負債・純資産合計が一致します。

　1 年間の資金の出入りを 3 つの活動に区分し、
どのような要因によって、どのくらい増減した
のかを表しています。

　1 年間の行政活動において、資産形成に結びつかない行政サー
ビスに要した費用（行政コスト）とその行政サービスの直接的な
対価として得られた収益（使用料・手数料など）を表したものです。

　貸借対照表の「純資産」が 1 年間にどのよう
な要因によって、どのくらい増減したのかを表
しています。

資産の部 （現在保有している財産）

固
定
資
産

事業用資産 1,091 (＋15)
　市庁舎･学校･保育所･体育館
　市営住宅･コミュニティセンターなど

インフラ資産 1,401 (△35)
　道路･橋･公園など

物品など 7 (±0)
ソフトウェア 3 (＋1)
投資及び出資金 11 (±0)
その他基金 70 (△3)

流動
資産

現金預金 38 (＋1)
基金･未収金など 79 (＋2)

資産合計 2,700 (△19)

負債の部 （将来世代の負担）

固
定
負
債

地方債 860 (△17)

退職手当引当金 90 (＋5)

その他固定負債 8 (△1)

流
動
負
債

１年以内償還予定地方債 94 (＋6)

賞与等引当金 8 (±0)

その他流動負債 17 (＋2)

負債合計 1,077 (△5)

純資産の部 （現在までの世代の負担）

純資産合計 1,623 (△14)

負債及び純資産合計 2,700 (△19)

業務活動収支（日常の行政活動） 82 (＋8)
投資活動収支（資産形成など） △70 (＋25)
財務活動収支（地方債など） △12 (△28)
本年度資金収支差額 0 (＋5)
令和6年度期首  資金残高 23 (△5)
令和6年度末 資金残高 23 (±0)
令和6年度末 歳計外現金残高 15 (＋1)
令和6年度末 現金預金残高 38 (＋1)

経常費用 ① 838 (＋45)
　業務費用（人件費、物件費など） 432 (＋23)
　移転費用（補助金、社会保障給付など） 406 (＋22)
経常収益 ② 42 (＋4)
純経常行政コスト (①－②) 796 (＋41)
臨時損失（災害復旧事業費など）③ 20 (△15)
臨時利益（資産売却益など）④ 1 (＋1)
純行政コスト (①－②)＋(③－④) 815 (＋25)

令和6年度期首 純資産残高 1,637 (△19)

純行政コスト △815 (△25)
財源（市税、国庫支出金など） 801 (＋30)
本年度差額 △14 (＋5)
その他（資産の無償取得など） 0 (±0)

令和6年度末 純資産残高 1,623 (△14)

2026.3.19 広報いずも 11


